
【稚内市スポーツ少年団創立 50周年記念事業】 

令和 5年度スポーツ少年団・学校交流研修会開催要項 

 

1．目 的 

スポーツ少年団の育成指導にあたる指導者並びに育成会員と、学校関係者及び関係機関

の役員が一堂に会し、関係者間の相互理解を深めるとともに、スポーツ少年団と学校運動

部の連携をもった地域スポーツを振興するための共通認識をもって、スポーツ活動の継続

化に資することを目的とします。 

2．主 催 

一般財団法人稚内市スポーツ協会稚内市スポーツ少年団 

3．後 援 

稚内市教育委員会 

4．期 日 

令和 6年 3月 23日(土) 

5．会 場 

  稚内総合文化センター A会議室 

   稚内市中央 3丁目 13-23 (TEL 0162-22-2727) 

6．参加対象 

  (1)スポーツ少年団指導者及び育成会員 

(2)稚内市内小・中学校教職員及び PTA役員、中学校・高校運動部顧問 

(3)稚内市教育委員会役職員及び子ども会連絡協議会役職員 

(4)稚内市スポーツ協会役員及び加盟団体（スポーツ少年団関係種目）役員 

(5)その他スポーツ関係者 

7．参加者数 

50人程度 

8．内 容 

＊講 演； 「自ら考えて主体的に行動する力を育むボトムアップ理論」 

講 師 畑 喜美夫 氏  

(一般社団法人ボトムアップパーソンズ協会 代表理事) 

    ＊ワークショップ； 「ボトムアップ理論を活用して」 

＊質疑応答 

9．日 程 

9:30      9:40                      10:50         11:40     11:50 

受付 開会 講演 ワークショップ 質疑応答 閉会 

10．参加申込 

別紙申込書に必要事項をご記入のうえ、3月 15日(金)までに下記宛申込みください。 

〒097-0027 稚内市富士見 4丁目 稚内市総合体育館内 

(一財)稚内市スポーツ協会事務局 宛 

TEL 0162-28-1111 / FAX 0162-28-1112 

Mail  taikyo@wakkanai-sports.or.jp 

11．そ の 他 

(1)本事業に関する問い合わせは、（一財）稚内市スポーツ協会事務局までご連絡ください。 



               
【略 歴】 

元高校教師、JFA 公認 A級ライセンス取得、2009 年Ｕ-１６日本代表コーチ 

平成 27 年４月一般社団法人ボトムアップパーソンズ協会を設立し代表理事となる。 

テレビ、雑誌特集、新聞、DVD、ラジオ、J リーグ解説など多方面で活躍している。 

また、全国各地、海外への講演活動は年間約１２０講演をこなし、未就園児の育成教育からビジネスの人財育成、

組織構築まで幅広く行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テレビ・メディア出演】  

・フジテレビ「とくダネ」 ・日本テレビ「世界一受けたい授業」・テレビ朝日「ニュースの深層」 

・日本テレビ「ニュース zero」・NHK「おはよう日本」にて特集を受ける。 

その他、NHK 広島・RCC・TSS・広島テレビ・熊本テレビ、福岡テレビ、BS!等、特集など各種分野で出演。 

 

【出版著書】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主なテーマ】   ～自立型人間づくり、組織づくりをめざして～     

～自ら考えて積極的に行動する力を育むボトムアップ理論～ 

 

 

【講師紹介】畑 喜美夫（はた きみお） 

 

 

お 

 

 

）

『子どもが自ら考えて行動する力を引き出す 魔法のサッカーコーチング (ボトムアップ理論で自立心を養う)』2007・7・7（出版社：カンゼン） 

『広島観音サッカー部は、なぜ強くなったのかー知将畑喜美夫監督の育成システムを大公開』2009・12・21（出版社：ザメディアジョン） 

『まるごと畑喜美夫徹底検証なぜ、ボトムアップ指導は強くなるのか？』（出版社：ザメディアジョン） 

『ボトムアップ式指導でチーム力を伸ばす魔法のサッカーコーチング・実践編 DVD付』2014・11・17（出版社：カンゼン） 

『強いチーム』をつくる～「ボトムアップ理論」による企業の組織の作りとは～2014・2・27（出版社：HU－MO出版局）・・・Kindle版 

『まんがでみるボトムアップ理論』2016・7・27（出版社：ザメディアジョン） 

『チームスポーツに学ぶボトムアップ理論 高校サッカー界の革新者が明かす最強の組織づくり』2017・7・7（出版社：カンゼン） 

『子どもの「自立」を育てるスポーツコーチングボトムアップ理論５ステップ』2018・7・10（出版社：池田書店） 

『図解 ボトムアップ理論』2019（出版社：ザメディアジョン） 

 

小学校２年生から広島大河フットボールクラブでサッカーを始め、東海大一(現・東海大静岡翔洋高校)進学、高校時代は U-１７日本代

表にも選ばれる。順天堂大学に進学し、２年時に U-２０日本代表を経験。４年時に関東選手権、総理大臣杯、全日本インカレの三冠にボ

ランチとして貢献。また、ソウルオリンピック日本代表候補選手となる。 

大学卒業後は、初任で廿日市西高校に８年間勤務、傍ら広島大河 FC(中学部)の監督を６年勤め、中国地域代表として６度全国大会

に導いた(全国ベスト８が１回)。 

１９９７年に広島県立広島観音高校へ赴任。指導者として、自ら考えて積極的に行動する力を引き出すサポート術「選手主役のボトムア

ップ理論」を用い、２００３年に全国大会初出場させ、２００６年には全国高等学校総合体育大会サッカー競技で３６年ぶりの初出場初優勝

の全国制覇を果たす。その後も数々のタイトルを獲り、全国大会も１２度出場し、プロ選手(J リーガー)も十数名育てた。 

２０１１年から広島県立安芸南高校に赴任、ここでも「ボトムアップ理論」を用い、４年間で弱小チームを県のベスト８までのし上げ、広島県

４部の最下位リーグから県１部のトップリーグまで５年で昇格させた。 

２０１９年４月に広島県立高陽高校に赴任したが７月に３１年間勤めた公立高校の教員を退職。現在は人財育成、組織構築の全国の教

育革命の活動をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッカーだけではなく、どんな競技、組織にも活用できる「ボトムアップ理論」を一緒に学びませんか？ 

 

 


